
 

 北海道連合海区漁業調整委員会指示第２号 

 

北海道沖合海域における、かじき等流し網漁業（かじき、かつお、まぐろ又は

さめを獲ることを目的とするもの）の操業について、漁業法（昭和24年法律第26

7号）第120条第１項の規定に基づき、次のとおり指示する。 

 

 

  令和８年（2026年）１月２７日 

 

北海道連合海区漁業調整委員会    

会長  工 藤  幸 博   

 

１ 操業の承認 

  総トン数10トン未満の船舶を使用して、２の項の操業区域において、かじき

等流し網漁業を操業しようとする者は、使用する船舶ごとに北海道連合海区漁

業調整委員会（以下「委員会」という。）の承認を受けなければならない。 

 

２ 操業区域 

操業区域は、北海道沖合海域とする。ただし、次に掲げる海域等を除く。 

（１）次に掲げるアからウまでを順次に直線で結ぶ線、エからトまでを順次に直

線で結ぶ線及び陸岸により囲まれた海域。 

   ア 青森県西津軽郡深浦町艫作埼突端 

   イ 北海道松前郡松前町松前小島灯台 

   ウ 北海道松前郡松前町白神岬突端 

   エ 北海道函館市恵山岬突端 

   オ 北海道函館市恵山岬突端正東10海里の点 

   カ 青森県八戸市鮫角突端正東35海里の点 

   キ 岩手県宮古市魹ヶ崎突端正東10海里の点 

   ク 岩手県大船渡市首埼突端正東10海里の点 

   ケ 宮城県気仙沼市御埼突端正東10海里の点 

   コ 宮城県本吉郡南三陸町歌津埼突端正東10海里の点 

   サ 宮城県石巻市金華山頂上正東10海里の点 

   シ 宮城県と福島県との最大高潮時海岸線における境界点正東25海里の点 

   ス 福島県双葉郡浪江町請戸ノ鼻突端正東25海里の点 

   セ 福島県いわき市塩屋埼灯台正東25海里の点 

   ソ 茨城県ひたちなか市磯埼突端正東25海里の点 

   タ 千葉県銚子市銚子一ノ島灯台正東25海里の点 

   チ 千葉県銚子市銚子一ノ島灯台南東25海里の点 

   ツ 千葉県いすみ市太東埼突端南南東25海里の点 

   テ 千葉県南房総市野島埼灯台正南15海里の点 

   ト 千葉県南房総市野島埼灯台 

 



（２）次に掲げる各点を順次に直線で結ぶ線以南の海域。 

   ア 最大高潮時海岸線と千葉県南房総市野島埼灯台正南の線との交点 

   イ 千葉県南房総市野島埼灯台正南30海里の点 

   ウ 北緯30度15秒東経146度59分47秒の点 

（３）オホーツク海及び日本海。 

（４）我が国の領海及び排他的経済水域以外の海域。 

（５）北海道沿岸に設定された共同漁業権漁場区域。 

 

３ 承認の対象者 

  承認の対象者は、次の（１）及び（２）のいずれかに該当し、かつ（３）に

 該当する者とする。 

（１）前年において、２の項の操業区域における、かじき等流し網漁業に係る承

認を受け操業した実績を有する者。 

（２）その他委員会が特に適当と認める者。 

（３）かじき等流し網漁業に必要な船体、漁労設備及び漁具等を備える者。 

 

４ 使用船舶の制限 

  使用する船舶は、総トン数10トン未満の動力漁船とする。 

 

５ 操業の承認をしない場合 

  次のいずれかに該当する場合は、承認をしない。 

（１）申請者以外の者が、実質上当該漁業の経営を支配するおそれがある場合。 

（２）実地検査において漁労設備等に不備がある場合。 

（３）その他委員会が不適当と認める場合。 

 

６ 操業期間 

  委員会指示の日から令和８年12月31日までとする。 

 

７ 条件 

  承認に際しては、次の条件を付ける。 

（１）暴風雨、船体の損傷その他やむを得ない場合を除き、漁獲物を他の船舶に

転載してはならない。 

（２）網目が15センチメートル以下の流し網を使用してはならない。 

（３）船舶に積載できる流し網の長さ（仕立て上がりの状態における浮子綱の長

さ）の合計が30キロメートルを超えてはならない。 

（４）流し網を敷設する場合には、海中におけるその長さ（仕立て上がりの状態

における浮子綱の長さ）の合計が12キロメートルを超えてはならない。 

（５）２枚以上の網地を重ね合わせた流し網を使用してはならない。 

（６）使用する漁具の両端部の浮標には、昼間は、船名、根拠地名を記入した方 

  80センチメートル以上の黄色の布地の標識（以下「標識」という。）及びレー

ダー反射板（金属性のものに限る。以下同じ。）を掲げ、夜間は、白色の灯

火（夜間において視界が良好な場合に少なくとも２海里離れたところから視

認されるもの。以下同じ。）を掲げなければならない。 



   また、使用する漁具の中間部には、おおむね３キロメートルごとに浮標を

付けその浮標に昼間は標識を、夜間は白色の灯火を掲げることとし、それぞ

れを掲げる高さは、標識については浮標の表面から２メートル以上、白色の

灯火及びレーダー反射板については水面上1.5メートル以上にしなければな

らない。 

（７）使用する船舶の船橋の周囲を、30センチメートルの幅で帯状に黒色で塗装 

しなければならない。また、承認番号は別に定める様式により、船橋の両側

の見やすい場所に表示しなければならない。 

（８）使用する船舶には船舶自動識別装置（AIS)を備え付け、操業し又は航行す

る期間中は、船舶自動識別装置を常時作動させ、自船の位置情報を発信し続

けなければならない。 

（９）さけ、ます、歯鯨（まっこう鯨、とっくり鯨及びみなみとっくり鯨を除く。）、

うみがめ類、くろとがりざめ又はよごれが採捕されたときは、できる限り損

傷しないよう速やかに海中に戻さなければならない。 

（10）採捕したさめを所持したときは、当該さめの全ての部分（頭部、内臓及び

皮を除く。）を陸揚げまでの間、船上において所持しなければならない。 

（11）東経144度59分46秒の線、北緯41度10秒の線、東経142度59分47秒の線及び 

  陸域により囲まれた海域においては、７月１日から９月30日までの間は操業

してはならない。 

   ただし、必要と認める関係者間において、当該海域における操業に係る合

意が図られた場合は、その合意の範囲内において当該制限の適用を受けない

ものとする。 

（12）漁獲物は必ず一度に全量を陸揚げし、全て陸揚げ港を管轄する荷受機関（漁

業協同組合等）の計量を受けなければならない。 

（13）かじき等流し網漁業を操業するときは、当該船舶内に承認証を備え付けて

おかなければならない。 

（14）操業区域に面する海区漁業調整委員会が漁業調整上必要と認める事項で、

委員会が指示した事項は、これに従わなければならない。 

 

８ 漁獲成績報告書の提出 

承認を受けた者は、操業終了後60日以内に別に定める漁獲成績報告書を委員

会に提出しなければならない。 

 

９ 承認の取消し 

委員会は、承認を受けた者又は操業責任者が、この指示の内容に違反したと

きは当該承認を取り消すことができる。 

 

10 事務取扱要領 

この指示に定めるもののほか、承認に係る事務取扱いについては、令和８年

かじき等流し網漁業承認等事務取扱要領の定めるところによる。 

 

11 指示の有効期間 

この指示の有効期間は、委員会指示の日から令和８年12月31日までとする。 


